
私にしかできないこと。 
 
新型コロナが全国的に大流行したのは二〇
二〇年、私がまだ小学一年生だったころだ。 まだ幼かった私は、この未知のウイルスの恐ろしさをよく理解しておらず、ただ学校が休みになることを喜んでいたのを覚えている。 　
この本を読んだきっかけは、私が今年初めてコロナに感染したからだ。高い熱や頭痛、苦しいのどの痛みに見舞われ、新型コロナに感染し、治りもせずに亡くなった人達のことを考えると胸が締めつけられるような気持ちになった。そして、コロナについて調べてみたところ、この本に出会うことができた。
これは、小学三年生の時に新型コロナが大流行した、冴と心晴、二人の主人公の物語だ。 冴と心晴は、今まで当たり前だった生活を奪われ、 くじけながらも少しずつ前へと進んでいく。
 私がこの本を読んで、特に印象に残った場面は、心晴がとても楽しみにしていた久しぶりの一斉登校をお母さんが意地でも行かせなかったところだ。お母さんは、
「心晴が学校に行って、感染症にかかって、それがお父さんにうつって死んだら、心晴どうするの？」
と言った。私はとてもむかむかとした気持ちになった。心晴の学校では、タブレットでオンライン授業をしていたが、二学期から分散 登校が行われるようになった。週に二日、ク ラスを二つのグループに分けて違う曜日に二時間ずつ登校するというものだ。ある日、心晴の机に小さく折りたたまれた紙が入っていた。そこには
「音楽とか体育すればいいのに。学校来てもつまんないな」
と書かれていた。心晴は誰かと気持ちを共有できることが嬉しくて、すぐに返事を書いた。 誰かは分からなかったが、その子との手紙を毎日楽しみにしていた。そして、全員登校が
できるようになったら最初の日の朝、校門のチューリップ花壇で待ち合わせしようと約束をした。しかし、不安な子は無理をしなくても欠席扱いにはならない、ということで、心晴は学校に行かせてもらえなかった。心晴はどんなにつらかっただろう。あんなに楽しかった学校を一年近く我慢し続けたのに、唯一 楽しみだった手紙の子との約束さえ守れないのだ。コロナのせいで友達と遊べないことが多かった私は、心晴の気持ちにとても共感できた。だけど、お母さんの気持ちもよく分かる。家で過ごすことが最善とされていた時代だし、感染に対する恐怖もあっただろう 
コロナについて、もっと知らないといけないなと思い調べてみると、新型コロナの感染により亡くなった方は、国内の日本だけでも 十三万人以上いるそうだ。私は驚いた。自分の周りにいなかっただけで、同じ国に住んでいる人達がこんなにも亡くなっていたなんて、 衝撃的だった。数は少ないが、子供だって亡くなっていたそうだ。あの時代に感染していたらと思うと怖くなった。あの頃は、何で遊びに行っちゃいけないんだ、手洗いなんて面倒くさい、などと思っていた。大げさかもしれないが、あの時の対策や心がけが今につながっているのかもしれない。けれど、今でも高齢の方は亡くなるリスクが高い。私が感染して、身近な人達にうつしてしまったらと思うと恐ろしい。新型コロナは過去のものだと思わずに、これからも感染対策を続けていきたい。
私は、くじけながらも成長していく二人が少しうらやましくなった。心晴は就職活動を冴は先生になるために。私は将来なりたいものや、してみたいことがはっきりとは見えていない。何事にも自信が持てない私のもやもやとした気持ちはどんどん増えていくばかりだ。
しかし、この本を読んで変わった。自分自身を見つめ直すことができた。自分のことについてじっくり考えるということは、簡単そうに見えてなんだか難しい。
そして私は気付いた。今まで自分が悪いところばかりに目を向けてきたけど、きっと私にだって、
「私にしかできないこと」
があるはず。そういうことを仕事にできるならば、どんなものがあるのだろう。コロナの時代を経験した私だからこそ、何かできることがあるのではないか。これからたくさん探していきたい。
 自分のペースで少しずつ、冴と心晴たちのように、私も前へと進んでいきたい。
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